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◇巻頭言◇持続可能な明るい未来に向けて動力エネルギーシステム部門の役割と期待 

 株式会社ＩＨＩ 

カーボンソリューションＳＢＵ 技術顧問  氣駕 尚志 

 
このたび、第 100 期浅野部門長（神戸大学）の後任として、第 101 期動力エネ

ルギーシステム部門の部門長を務めさせていただきます、IHI の氣駕です。ご承知

の通り、2019 年末から急激に拡大した新型コロナウイルス感染症に対して、2021
年にグラスゴーで開催された COP26 に向け、コロナ後のグリーンな成長について

活発な議論がなされました。ところがその翌年（昨年）2 月にロシアがウクライナに

侵攻し、各国のエネルギー政策における安全保障が再評価され一層強調されてきて

います。このような中、各国の足並みはなかなかそろわず、4 月 16 日の G7「気候・

エネルギー・環境大臣会合」の共同声明では明言は避け各国に配慮したものになっ

ています。このようにエネルギー・環境問題が世界のビッグトピックとなっている

中で大役を仰せつかり、身の引き締まる思いです。幸いコロナ禍はようやくおさま

りつつあり、学会本来のありさまである対面での交流もできるようになってきまし

た。世の中のこの流れを背に受けつつ、大川副部門長（電気通信大学）、井上部門幹事（IHI）、歌野原総務委員

会幹事（公立小松大学）をはじめとした運営委員、各委員会メンバー各位、そして日本機械学会森本様（5 月下

旬まで）、伊澤様の協力によって動力エネルギーシステム部門が一層発展していくように尽力する所存です。ど

うぞよろしくお願い申し上げます。 
 
さて、私が子供のころは、海は広くて大きく、地球はもっと大きく、宇宙は果てしない存在でした。ところが

この 2 月の日本経済新聞1に、ちょうど新型コロナウイルスに立ち向かっていた 2020 年ごろ、人類が生産した

人工物の総量が生物量を上回ったようだとの記事がありました。それだけでなく、2040 年までには生物量の 3
倍に達する見込みということ。この例だけでなく、地球を温暖化させ、新型コロナウイルス感染症が一地域に留

まらずにパンデミックとなっていくのは、人類にとって地球が小さなものになってきてしまってきているので

しょう。一方でこれだけ地球温暖化が理解され我々がいく末を案じるのも、地球が小さくなってきているから

でしょう。これに対処するため、カーボンニュートラルやカーボンリサイクルなどの新たな概念への挑戦が始

まっていますが、この源流にあるのが科学技術です。そして、動力エネルギーシステム部門に所属される皆様が

最も近い位置におられ、皆様の様々な活動が、先導的な役割を果たすに違いありません。 
 
とはいえ、それらが単独の独りよがりな活動であっては実を結びません。動力エネルギーシステム部門は、大

学、企業、研究機関等がほどよく融合しており、分け隔てない議論やプラットフォーム形成の場として機能する

ことが期待されます。このような活動により、部門の皆様、所属団体、部門、学会が一層活性化し、明るくより

よい社会が発展的に継続するものと信じます。そのためにも是非ともこのような場に若い方々をお誘いいただ

き2、幅広い層の方々の発想が盛り込んでいくことが重要です。部門の皆様のお力添えを得ながら、微力ながら

努力していく所存であります。 
 
最後に、動力エネルギーシステム部門では、この 5 月 21～26 日に、ICONE 30（原子力の国際会議）と、

ICOPE-2023（火力、蓄電・蓄熱、再エネ、水素などの国際会議）を初めて同時開催します。脱炭素、エネルギ

ー安定供給、経済性が叫ばれる中、各技術の協調が必須で、活発な交流を期待します。皆様のご理解、ご協力を

よろしくお願い申し上げます。 
 

 
 

（原稿受付 2023 年 4 月） 

 
1 「地球史に人類の爪痕」日本経済新聞朝刊（2023 年 2 月 19 日）26 面 
2 若手会員のための資格継続キャンペーン（https://www.jsme.or.jp/member/member-service/wakatecp2023/） 

幅 4cm×高さ 5cm 
高解像度のご肖像を

お願いいたします． 
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◇技術トピックス◇「小規模地熱プラント向けスマート保安ツール：GeoShink の紹介」 

 電力中央研究所 エネルギートランスフォーメーション研究本部 

上席研究員 中尾 吉伸 

 
1. はじめに 
再生可能エネルギー導入拡大が望まれる中、日本は世界第 3 位の地熱資源ポテンシャルを有していることか

ら地熱発電技術の開発に大きな期待が寄せられている。しかしながら、諸外国と比較しても国内の地熱資源の

活用はあまり進んでおらず、その理由として、新規での掘削等開発リスクが大きいこと、発電所廃止までの長期

的視点で見ると暦日利用率が徐々に低下してしまうこと、などが挙げられている。特に 1,000kW 未満の小規模

地熱発電では主に設備トラブルによる発電停止時間が長期化してしまう傾向にあり、国内の利用率を公表して

いる発電事業者 33 社のうち、年間 50%以上の利用率を達成している事業者はわずか 30%にとどまっている3。 

このような背景から、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）からの委託事業4に

おいて、一般財団法人電力中央研究所は小規模地熱発電事業の最適な運転管理を支援するスマート保安ツール：

GeoShink（ジオシンク）5を開発した。 

従来、小規模地熱発電事業者は、コスト面の課題などから大規模地熱発電事業者と同等の運転管理体制を導

入することが困難であり、発電所の事業性や運転効率、その他各データの変動、異常の兆候などは感覚的あるい

は定性的な把握にとどまっていた。そこで、GeoShink を導入することにより、設備状態の解析にかかる労力を

大幅に軽減できるだけでなく、井戸や大気条件の影響を加味した上で機器や配管単位で対象設備の健全性を診

断することができ、発電所の効率的な運転管理が可能となることから、利用率の向上すなわち事業収益の向上

が期待できる。 

このように小規模地熱発電事業者の事業収益が改善することで、地域の地熱資源を地産地消で有効に活用す

べきとの機運が高まり、大規模地熱開発への理解をも促進されることを期待するものである。 

 
2. GeoShink とは 

GeoShink は Python がインストールされた市販の Windows 系 PC で動作する軽量なアプリケーションであ

る。運転データに基づくバイナリー発電設備全体の性能解析・評価をリアルタイムに実施し、発電関連設備およ

び熱利用施設の各機器性能や各配管部の状態量を、スマートフォンなどを利用してオンラインで監視（見える

化）することが可能となる（図 1）。主な特長は以下のとおりである。 

 運転状況の「見える化」とアラート通知 

熱交換器やタービンなどの機器ごとの性能値を傾向監視したり、発電所内でトラブルが発生した機器を特定

したりすることができる。また、通常と異なる分析値を検出した場合に、メールにてアラートを通知する。 

 EnergyWin6との連携 

電中研が開発した発電プラント向け熱効率解析ソフト：EnergyWin と連携することにより、計測した運転デ

ータから発電所全体の熱物質収支計算を行って、発電設備および各機器の性能を解析して異常予兆を検知する

とともに、当該設備の写真等を添えて視覚的にも分かりやすく表示することができる。さらに、GeoShink の分

析結果をもとに EnergyWin を用いてプラントシミュレータ（デジタルツイン）を構築することによって、劣化

した機器の修繕効果の試算も可能となる。 

 柔軟な拡張性 

 各事業者の発電所向けに個別カスタマイズが可能であり、発電事業者が既に導入している各種システムとの

 
3 2018 年調べ。ただし、大規模地熱発電所とは認可出力の定義の仕方が異なることも、暦日利用率が低い要因の一つとなっている 
4 NEDO 成果報告書 DB：20210000000784「2018 年度～2021 年度成果報告書 地熱発電技術研究開発/地熱エネルギーの高度利用化に

係る技術開発/IoT-AI 適用による小規模地熱スマート発電＆熱供給の研究開発」 
5 商標登録第 6507125 号 
6 電中研が開発した発電設備向けの熱効率解析ソフト。電気事業への貢献等が認められ、第 66 回（2021 年度）澁澤賞を受賞。商標登録

第 5262245 号 
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連携も可能とする。また、制御盤等に表示されるものの、記録されないデータであっても、Web カメラで撮影

した画像を機械学習により解析することで、デジタルデータ化する機能も有している。 

 

3. NEDO 事業にて GeoShink の有用性を確認 
前出の NEDO 事業において、小規模地熱発電所 2 地点7を対象に GeoShink の実証試験を実施した。それら

発電所の過去のトラブル発生期間および実証試験期間中の運転データに対し、GeoShink を適用した結果、蒸発

器の性能低下の定量的な推定と異常検知が行えることが確認され、発電所の設備運転状態の監視と設備性能の

異常診断の両面において、高い実用性、有用性を実証した（図 2）。また、特に蒸発器の異常を検知したケース

では、GeoShink による異常検知を受けて修繕を早期に実施することで、暦日利用率の 10%以上の向上が見込

まれることを明らかとした。 

 

4. 今後の展開 
現在、小規模地熱バイナリー発電所を中心に導入を進める一方で、坑井シミュレーションへの拡張や AI 異常

検知機能の高度化、Web アプリケーション化の検討などにも注力している。これによりさらに使いやすいツー

ルへと改良し、小規模発電事業者の収益向上を支援するとともに、地熱発電事業への普及拡大と地熱資源の有

効利用に取り組む。 

また、GeoShink は、アプリケーションとしては、小規模地熱発電設備のみならず、大規模地熱発電設備、バ

イオマス発電設備や廃熱発電設備等にも適用可能であることから、将来的にはこれら分野への導入拡大も視野

に入れている。 

 

5. おわりに 
本研究開発は、NEDO 事業「地熱発電技術研究開発/IoT-AI 適用による小規模地熱スマート発電&熱供給の研

究開発（2018～2021 年度）」において実施した。本研究開発に当たり、ヒアリング調査、実証試験等にご協力

頂いた地熱発電施設および熱利用施設の事業者の皆様方に、また、本事業の推進にご尽力頂いた一般財団法人

エンジニアリング協会の皆様方に、この場をお借りして心より御礼申し上げる。 

 

 

 

 

（原稿受付 2023 年 4 月） 

 
7 協和地建コンサルタント湯梨浜地熱発電所(設備容量 20kW）および小浜温泉バイナリー発電所（135kW） 

   

図 1 GeoShink のシステムフロー 図 2 機器異常の検知イメージ 
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JSME ジュニア会友向け 機械の日企画 

No. 23-48 動力エネルギーシステム部門 親子見学会 

～自動車の先進技術とモノづくりについて学び、将来を考えよう～ 

（機械工学振興事業資金助成企画） 

 
協  力：株式会社デンソー 

 

開 催 日：2023 年 8 月 8 日（火） 

 

会  場：デンソーギャラリー（愛知県刈谷市） 

（ホームページ：https://www.denso.com/jp/ja/about-us/corporate-info/community/hall/） 

デンソー 高棚製作所（愛知県安城市） 

（ホームページ：https://www.takatana-ft.com/） 

 

趣  旨： 本部門では、将来を担う子供たちに機械や工学、エネルギーに興味を持って頂くことを目的とし

て、例年「機械の日（8/7）」に合わせたイベントとして親子見学会を企画しています。今年は、株式

会社デンソーのデンソーギャラリーおよび高棚製作所を訪問し、自動車の最先端技術、製造技術など

について、展示品やファクトリーツアーを通して体験し、学びます。 

 参加して頂いた子供たちには、見学会を題材にした自由研究作品コンクールも行います。優秀な作

品については、日本機械学会ホームページ等で紹介する予定です。是非ご応募ください。 

 

プログラム： 13:00  三河安城駅 集合 

 13:10～13:25  バス移動 

 13:30～15:00  デンソー高棚製作所 見学 

 15:10～15:30  バス移動 

 15:35～16:35  デンソーギャラリー 見学 

 16:45  現地解散（デンソー刈谷本社） 

 

定  員：40 名（保護者含） 

 

参 加 費：無 料 

 
申込締切：2023 年 7 月 25 日（火） 

     定員に満たない場合は、締切後も申込受付をいたします。お問い合わせ下さい。 

 

対 象 者：JSME のジュニア会友（小学生～中学生）とその保護者 

※ 小学生は保護者同伴とします。未就学のお子様の参加は不可です。 

※ 未入会の方は見学会参加申込時に入会をお願いします。ジュニア会友へのお申込みは、以下の URL にて

申込方法をご確認いただき、手続きをお願いします。HP をご確認できない場合は、見学会参加申込の際

にお申し出下さい。ジュニア会友申込書類を郵送いたします。（会費無料） 

ジュニア会友案内：https://www.jsme.or.jp/member/register-application/junior-kaiyu/ 

 

◇開催案内◇ 
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注意事項： 

※ 緊急事態宣言・まん延防止法等重点措置あるいは自治体独自の宣言等が発令された場合は、見学会を中止

させていただきます。 

※ 安全のために、動きやすい服装・靴でお越しください。サンダルの着用はご遠慮ください。 

※ 原則、館内の展示等の撮影は可能ですが、動画・映像系の撮影は禁止とさせていただきます。他のお客さ

まへの配慮をお願い致します。 

※ 集合場所と解散場所が異なります。また、駐車場はあるものの、停められる台数に限りがあることから、

公共交通機関をご利用頂くようお願い致します。 

 
自由研究コンクール： 

見学会に参加した子供たちを対象に、自由研究コンクールを開催いたします。 

内容：見学会を題材にした自由研究の写真をメールにてお送りください。 

（感想文、自由研究、絵日記、工作など何でも結構です、形式を問いません） 

締切：2023 年 8 月 22 日（火）まで 

提出された方全員に記念品と見学会修了証、優秀作品には優秀表彰として賞状と副賞を贈呈するとともに、

日本機械学会動力エネルギーシステム部門のホームページ等にて紹介いたします。 

 

過去の様子：https://www.jsme.or.jp/member/register-application/junior-kaiyu/past-events-news/ 

 

申込方法： 

必要事項を記載の上、申込先メールアドレスまでお申し込みください。 

 ・ 件名：23-48 親子見学会 参加申込 

 ・ 本文：ジュニア会友番号、氏名（ふりがな）、性別、年齢（2023 年 8 月 8 日（火）時点の年齢、もしくは

生年月日）、学校･学年、連絡先住所、電話、メールアドレス、参加保護者の氏名（ふりがな）、性

別、年齢（2023 年 8 月 8 日（火）時点の年齢、もしくは生年月日） 

※性別および年齢の情報は、日帰り旅行保険加入の際に使用させていただきます。 

※保護者も含め、参加者全員の情報をお知らせください。 

 

受付が受理された参加者へは、申込受付メールをお送りいたします。 

 

申 込 先：pes-oyako@jsme.or.jp 

問合せ先：E-mail: pes-oyako@jsme.or.jp、TEL: (03) 4335-7615 

一般社団法人 日本機械学会 動力エネルギーシステム部門（担当職員 伊澤） 

 

 
 

「デンソーギャラリー」館内 

（写真提供：株式会社デンソー） 

「高棚製作所」館内 

（写真提供：株式会社デンソー） 

 



 

7 

 
No. 23-1 日本機械学会 2023 年度年次大会 

 
日本機械学会動力エネルギーシステム部門では、2023 年 9 月 3 日（日）~ 6 日（水）に東京都立大学（南大

沢キャンパス）で開催予定の 2023 年度年次大会において、以下の部門関連行事を開催いたします。開催形式や

行事日程等の詳細は、今後大会 HP（https://confit.atlas.jp/guide/event/jsme2023/top）でご案内いたします。

皆様のご参加を心からお待ちしております。 

 
【OS（オーガナイズドセッション）】 

（本部門単独企画） 

「原子力システムおよび要素技術」 大川 富雄（電通大），内堀 昭寛（JAEA），西村 聡（電中研） 

 
（合同企画） 

「脱炭素社会に向けた動力エネルギー・エンジンシステム技術」 （本部門，エンジンシステム部門） 

「燃料電池・二次電池とナノ・マイクロ現象」 （マイクロ・ナノ工学部門，流体工学部門，熱工学部門， 

計算力学部門，材料力学部門，本部門） 

 
【特別行事企画】 

（基調講演） 

講演題目・講師:「カーボンニュートラル社会の実現に向けた電力安定供給」犬丸 淳（電中研） 時間:60 分 

企画責任者:細川 茂雄（関西大） 

 
（基調講演） 総合テーマ名:「新型炉の開発動向と実現に向けた研究開発」 時間:60 分 

企画責任者:大川 富雄（電通大） 

各講演題目・講師: 

1「高温ガス炉をご存じですか?」 澤 和弘（北海道大） 

2「高速炉の面白さ ―革新技術開発の展望―」 岡野 靖 （JAEA） 
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No. 23-13 第 27 回動力・エネルギー技術シンポジウム  

 
趣 旨： 

日本機械学会、動力エネルギーシステム部門の中心的な研究発表会として開催してまいりました本会も今回

で、第 27 回を数えます。産官学が上手く融合協調する本部門のシンポジウムに相応しく、毎回、学術的なもの

から実務的なものまで幅広く、ご講演いただいております。本シンポジウムをより一層実り多きものにするた

めには、多くの皆様にご参加いただくことが前提となります。動力エネルギー分野の最先端の研究から、社会基

盤を支える技術の最新トピック、大型プロジェクトの中間報告に至るまで、幅広いご発表を受け付けいたしま

す。2017 年度より日本機械学会の発表者資格が変更になりましたが、多数の方々のご参加をお待ちしておりま

す。 

 
開催日：2023 年 9 月 20 日（水）、21 日（木） 

会 場：東京海洋大学越中島キャンパス 

〒135-8533 東京都江東区越中島 2-1-6 

https://www.kaiyodai.ac.jp/ 
（オンサイトでの開催を予定しておりますが、コロナ禍の状況によっては、開催形式を変更する場合

があります。） 

主 催：（一社）日本機械学会 動力エネルギーシステム部門 

 
講演申込締切日：2023 年 5 月 19 日（金） 

原稿提出締切日：2023 年 7 月 21 日（金） 

実行委員長  ：波津久 達也（東京海洋大学） 

問い合わせ先 ：幹事 井原 智則（東京海洋大学） 

〒135-8533 東京都江東区越中島 2-1-6 

Tel：03-5245-7420、E-mail：pesymp2023@jsme.or.jp 

日本機械学会（担当職員 伊澤 百合子） 

〒162-0814 東京都新宿区新小川町 4 番 1 号 KDX 飯田橋スクエア 2 階 

Tel：03-4335-7615 E-mail：izawa@jsme.or.jp 

 
オーガナイズド・セッション募集テーマ： 

OS1：次世代エネルギーシステム技術 

一般技術（GT、ST、ボイラ、ガス化等）、複合発電技術（IGCC、IGFC、GTFC 等）、運用性改善技術

（AI・ICT・デジタルツイン，エネルギ貯蔵等）、GHG 削減技術（エネルギキャリア・サプライチェー

ン（水素、バイオマス、アンモニア等）、CCS・CCUS 等） 

OS2：保全・設備診断技術 

寿命評価、余寿命評価、リスク（評価）、亀裂許容、疲労、クリープ、非破壊検査、維持基準、起動停止、

長期サイクル運転と保全、配管減肉、耐震 

OS3：軽水炉・新型炉・原子力安全 

軽水炉、高速炉、高温ガス炉、次世代軽水炉、SMR（小型モジュール炉）、シビアアクシデント、過酷事

故対策、津波対策、静的安全系、フィルタベント、原子力防災・ロボット、廃棄物処理・廃炉 

OS4：省エネルギー・コジェネ・ヒートポンプ 

ESCO、コジェネレーションシステム、ヒートポンプ、冷凍機、デシカント空調、エネルギーストレージ、

分散電源、デマンドレスポンス 

OS5：バイオマス・e-fuel・新燃料・環境技術 

バイオマス、e-fuel、新燃料、燃料多様化、GTL、DME、ガス化、廃棄物利用、環境対策技術、温暖化
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対策、CO2削減技術 

OS6：水素・FC/EC・二次電池 

水素製造、水素貯蔵・輸送、燃料電池（改質器を含む）、電解、二次電池、システム最適化、安全 

OS7：再生可能エネルギー 

風力、風車、風況、太陽、地熱、海洋、雪氷熱、小水力、スマートグリッド、マイクログリッド 

OS8：外燃機関・廃熱利用技術 

熱音響エンジン、スターリングエンジン、熱駆動ヒートポンプ、エキスパンダー、吸収・吸着冷凍機、廃

熱回収技術、未利用エネルギー 

OS9：熱・流動 

各種熱交換器、ボイラ、エンジン、燃焼、伝熱、対流、沸騰、凝縮、熱放射、気液・固液・固気二相流、

多相流、計測、数値シミュレーション、流動メカニズム、化学反応 

 
※なお、第 27 回動力・エネルギー技術シンポジウムに関する情報は、ホームページにてご確認ください。 

https://www.jsme.or.jp/conference/pes27/index.html 
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（予告）見学会  

～四国・瀬戸内でエネルギーの現在と未来を考える～ 
 

新型コロナウイルス感染症の影響により、2020 年度、2021 年度は見学会の開催を断念せざるを得ない状況

になっておりました。昨年度は日帰り形式で見学会を再開しましたが、本年度は従来通りの 1 泊 2 日の日程で、

4 年ぶりに本格的な見学会の開催を検討しております。 

現在検討中の見学会の概要は以下の通りです。見学工程、募集人数や参加費、申込方法など詳細につきまして

は、7 月初めを目途に日本機械学会ホームページのイベント案内や部門ホームページ、インフォメーションメー

ルでお知らせし、募集を開始する予定です。どうぞご期待ください。 

 
開催日： 2023 年 10 月 5 日（木）～6 日（金） 

 
募集期間：2023 年 7 月～8 月 （先着順により定員になり次第締め切ります） 

 
見学先（予定）：四国電力株式会社 原子力保安研修所／四国電力株式会社 伊方発電所 

合同会社えひめ森林発電 松山バイオマス発電所／大崎クールジェン株式会社 

 
趣旨：GX（グリーントランスフォーメーション）を通した脱炭素化、エネルギー安定供給、経済成長の実現が

議論されていますが、再生可能エネルギーの主力電源化や原子力発電所の再稼働は道半ばであり、現状

では火力発電に多くを頼るエネルギーミックスになっています。今回の見学会では、再稼動した四国電

力伊方発電所と原子力発電所の運転訓練シミュレータや保修訓練施設を有する四国電力原子力保安研修

所、木質バイオマス発電所であり、県内の間伐材を主燃料としてエネルギー地産地消の一助を担うえひ

め森林発電、将来の石炭ガス化燃料電池複合発電（IGFC）と二酸化炭素分離・回収技術の実証に取組む

大崎クールジェンを見学します。今回の見学会をエネルギーの現在と未来を考える一助として頂ければ

幸いです。 

 
※なお、今後の新型コロナウイルス感染症の状況により、緊急事態宣言・まん延防止法等重点措置あるいは自治

体独自の宣言等が発令された場合は、見学会を中止させていただきます 
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「JSME Series in Thermal and Nuclear Power Generation」の続巻が発刊されました 

 
2021 年 5 月号（第 67 号）にてお知らせしました『JSME Series in Thermal and Nuclear Power Generation』

（洋書）の続巻が発刊されました。本件は、本部門の部門設立 30 周年記念企画事業として、現在に至るまでの

我が国を中心とした火力、および原子力発電技術の進展を著し、昨今の動力エネルギー分野における動きに対

する今後への備えの一助となることを願い進めているもので、全 8 巻で構成されます。この度、以下の 2 巻

が発刊されましたので、お知らせいたします。本シリーズは、原子力および熱エネルギー工学の研究者、専門技

術者、および発電、特に原子力、熱力学を学ぶ大学院生、大学生にとって貴重な資料となります。 

なお、Volume 3：Sodium-cooled Fast Reactors は、前号（第 72 号）でお知らせしました故森下正樹様が、

お亡くなりになられる直前に編集されたものです。既刊されているその他の巻も含めて、ご購入をぜひご検討

ください。 

 
☆Volume 3 : Sodium-cooled Fast Reactors ※編著：森下 正樹、大島 宏之 

https://shop.elsevier.com/books/sodium-cooled-fast-reactors/koizumi/978-0-12-824076-2 
※ナトリウム冷却高速炉（SFR：Sodium-cooled Fast Reactors）の歴史や、利点、課題を踏まえた安全性、

設計、運用、メンテナンスなどについて解説しています。AI を利用した設計の開発など、執筆者らが培っ

た実用化に向けた設計、開発方法を理解することができます。 

☆Volume 4 : Boiling Water Reactors （BWR） ※編著：西田 浩二、師岡 愼一、森 治嗣、小泉 安郎 

https://shop.elsevier.com/books/boiling-water-reactors/nishida/978-0-12-821361-2 
※BWR 開発の歴史に始まり、BWR プラントの設計方法、革新的な技術など、BWR の設計・建設・運転・

研究・開発・教育に携わってきた日本の技術者・研究者・大学教員により、最新の研究状況を紹介していま

す。原子炉の内部、安全システム、プラント制御など、BWR プラントの機能やシステムを詳細に理解する

ことができます。福島第１原子力発電所の状況や安全および放射線保護に関しての最新の技術情報も紹介

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Volume 3                                       Volume 4 

 

◇新刊のお知らせ◇ 
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☆JSME Series in Thermal and Nuclear Power Generation の HP（Elsevier 社 HP） 

https://www.elsevier.com/search-results?labels=books&book-

series=JSME%20Series%20in%20Thermal%20and%20Nuclear%20Power%20Generation 
※いずれの volume とも、 

・制作・発行元：Elsevier 

・定価：US$ 200.00（書籍版・電子版） 

（各 volume の定価：前項のエルセビア社の HP などで購入できます） 

 
以下は既刊されています。 

・Volume 1 : Fundamentals of Thermal and Nuclear Power Generation 

https://www.elsevier.com/books/fundamentals-of-thermal-and-nuclear-power-generation/koizumi/978-

0-12-820733-8 
・Volume 2 : Advances in Power Boilers 

https://www.elsevier.com/books/advances-in-power-boilers/ozawa/978-0-12-820360-6 
・Volume 5 : High Temperature Gas-cooled Reactors 

https://www.elsevier.com/books/high-temperature-gas-cooled-reactors/takeda/978-0-12-821031-4 
・Volume 7 : Pressurized Heavy Water Reactors （CANDU） 

https://shop.elsevier.com/books/pressurized-heavy-water-reactors/riznic/978-0-12-822054-2 
・Volume 8 : Pressurized Heavy Water Reactors （Atucha II） 

https://www.elsevier.com/books/pressurized-heavy-water-reactors/riznic/978-0-323-85382-8 

 
・Volume 6 : Pressurized Water Reactors （PWR）については、今秋以降に発刊する予定です。 
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ニュースレター発行 広報委員会 

委員長： 若林 信行 幹事： 竹上 弘彰 

委 員： 浅井 智広 金子 暁子 

     小宮 俊博 高野 健司 

     竹山 大基 馬場 宗明 

       

部門の HP （日本語）: http://www.jsme.or.jp/pes/ 

 （英 語）: http://www.jsme.or.jp/pes/English/ 

投稿、ご意見は下記にお願いいたします。 

  （一社）日本機械学会 動力エネルギーシステム部門 

      E-mail : pes@jsme.or.jp 

      Tel    : 03-4335-7610（事務局） 

発行所: （一社）日本機械学会 動力エネルギーシステム部門 

    〒162-0814 東京都新宿区新小川町 4 番 1 号 KDX 飯田橋スクエア 2 階 

    TEL : 03-4335-7610、FAX : 03-4335-7618 

 


